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製紙業の技サイトで発信

企
業
が
何
を
し
て
い
る
か
知
ら
な
は
４
月
に
高
機
能
紙
の
研
究
開
発
を
（
松
山
支
局
辻
征
弥
）
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四
国
に
は
製
紙
関
連
業
が
約
４
２
０
社
あ
る
。
国
内
有
曝
錘
の
集
積
を
生
か
そ
う
と
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

「四国は紙国（しこく）」が開かれて１年余りが過ぎた。機能紙の開発依頼が来るなど、ザい｜
イトは徐々に存在感を高めている。運営する四国申十米紙産業振興協議会（愛媛県四国中央市）し｝
の
田
村
一
元
男
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
聞
い
た
。

一
諭
片

１
１
「
四
国
は
紙
国
」
は
ど
の
に
な
っ
た
」

１
１
サ
イ
ト
に
は
技
術
開
発
な

よ
う
な
サ
イ
ト
で
す
か
。
１
１
会
員
数
の
状
況
は
っ
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
る
窓
口
を

「
四
国
は
製
紙
業
が
集
積
す
る
「
記
社
の
企
業
と
と
も
に
始
ま
設
け
て
い
ま
す
。

が
国
内
全
体
で
の
知
名
度
は
高
く
っ
た
が
、
１
年
後
の
今
年
３
月
時
「
企
業
に
し
て
み
れ
ば
、
ど
こ

な
い
。
中
小
の
製
紙
業
が
多
く
、
点
で
１
１
１
社
に
増
え
た
。
２
０
に
相
談
を
持
ち
か
け
れ
ば
よ
い
の

情
報
発
信
力
の
弱
さ
が
課
題
だ
っ
１
４
年
度
中
に
は
参
加
企
業
を
１
か
分
か
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
そ

た
。
そ
こ
で
、
四
国
経
済
産
業
局
５
０
社
に
増
や
し
た
い
と
考
え
て
こ
で
窓
口
を
設
け
た
。
事
務
局
が

の
支
援
を
受
け
て
、
各
企
業
の
技
い
る
。
訪
問
数
は
約
１
万
５
０
０
内
容
を
確
認
し
、
会
員
企
業
に
一

術
な
ど
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
を
昨
Ｏ
回
で
、
「
四
国
は
紙
国
」
を
経
斉
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
、
技
術
的

年
３
月
に
立
ち
上
げ
た
」
由
し
て
各
社
の
サ
イ
ト
に
ジ
ャ
ン
に
対
応
で
き
る
企
業
に
手
を
挙
げ

「
当
初
は
四
国
産
業
。
技
術
振
プ
し
た
回
数
は
累
計
３
０
０
０
回
て
も
ら
っ
て
い
る
。
３
月
末
ま
で

輿
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
）
が
運
営
を
超
え
る
。
知
名
度
の
向
上
に
つ
に
“
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

し
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
製
な
が
る
｝
」
と
を
未
参
加
の
企
業
に
た
。
技
術
開
発
や
商
品
に
関
す
る

紙
業
界
が
自
主
運
営
す
べ
き
だ
と
説
明
し
た
い
」

問
い
合
わ
せ
が
中
心
だ
」

な
り
、
協
議
会
が
運
営
す
る
｝
」
と
‐
‐
‐
－
‐
ｌ
‐
－
‐
‐
１
…
‐
‐
－
－
－
‐
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
‐
ｉ
‐
１
１
‐
１
１
‐
Ｉ
‐
「
‐
！

機
能
紙
開
発
ニ
ー
ズ
つ
な
ぐ

田村元男さん

産
学
連
携
カ
ギ
に
即
結
繩
糊
潔
擢
鰄
鰐
澱
鰯
鮴
鵬
繍
辮

〈
記
者
の
目
〉
四
国
に
は
製
紙
の
開
設
の
背
蕊
に
は
、
鰄
人
紙
が
台
頭
う
ち
、
２
カ
所
は
四
国
に
あ
る
。
機

製
造
品
出
荷
額
が
日
本
一
の
愛
媛
県
す
る
中
で
、
四
国
全
体
で
産
地
の
活
能
紙
の
開
発
は
１
社
で
対
応
で
き
な

四
国
寵
〈
市
を
謡
に
、
製
蘂
の
性
化
を
目
指
す
狙
い
が
あ
る
。
い
率
例
も
想
定
さ
れ
る
。
産
学
連
擁

盛
ん
な
地
域
が
多
い
。
だ
が
「
隣
の
大
学
も
聖
始
め
た
。
愛
媛
大
学
の
加
速
が
今
後
の
カ
ギ
を
握
る
。

,（たむら・もとお）１９４５
年（昭20年）愛媛県生ま
れ、６９歳。６７年愛媛大学
文理学部(現理学部)卒、
四国製紙(現リンテック）
入社。研究者として機能
紙の開発に長年携わり、
研究開発本部開発部長な
どを歴任した。定年退職
後は、愛媛県紙パルプ工
業会が主･催する人材養成
講座の講師を務めてい
る。１３年から「四国は紙
国」のコーディネーター
に就任した。
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１
１
目
一
体
的
な
開
発
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。

「
自
動
車
の
燃
費
向
上
を
目
指

し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
の
燃
焼
効
率
を

高
め
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
炭

素
繊
維
を
す
さ
込
ん
だ
磯
能
紙
の

鑓
産
方
法
に
関
す
る
要
請
が
来
て

い
る
。
研
究
開
発
も
始
ま
っ
て
い

る
。
実
現
す
れ
ば
、
紙
の
可
能
性

が
広
が
る
と
考
え
て
い
る
」

「
ほ
か
に
も
、
オ
ム
ツ
な
ど
に

使
う
紙
「
ド
ラ
イ
ク
レ
ー
プ
」
で

は
、
茶
藥
の
粉
末
を
配
合
し
消
臭

効
果
を
加
え
る
製
造
依
頼
を
引
き

受
け
た
。
中
国
向
け
の
美
容
に
使

う
フ
ェ
ー
ス
マ
ス
ク
の
試
作
品
作

り
も
動
き
出
し
て
い
る
」

１
１
今
後
の
課
題
は
。

「
現
在
は
外
部
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
い
て
機
能
紙
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
い
わ
ば
受
け
身
の

状
態
だ
。
会
員
企
業
が
自
ら
新
商

品
の
織
想
を
練
り
、
共
同
開
発
の

相
手
先
を
サ
イ
ト
を
通
じ
て
探
す

動
き
が
出
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
た

い
。
会
員
問
の
連
携
で
誕
生
し
た

商
品
を
「
四
国
は
紙
国
」
を
通
じ

て
情
報
発
信
す
る
。
四
国
発
の
機

能
紙
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
く
こ

と
が
、
産
地
が
生
き
残
る
の
に
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
」
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